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このように、安定ヨウ素剤の服用効果を十分に得るためには、服用の

タイミングが重要であり、平時から住民に適切な服用のタイミングにつ

いて周知する必要がある。また、安定ヨウ素剤の備蓄、事前配布、緊急

時の配布手段の設定等の平時からの準備が必要となる。 

（解説書 3 頁 下線は引用者） 

 

 

 

 

 

［１］安定ヨウ素剤について 

 

（１）事実上、40 歳以上の住民へも配布・服用が認められました 

おおい町でも、これまで通り、年齢制限なしに配布してください 
 

原子力規制委員会は７月３日に、原子力災害対策指針と解説書を改定し

ました。改定案では「40 歳以上は服用の必要なし」となっていましたが、

ご意見募集で多くの人がこれに反対しました。その結果 

 

実際、チェルノ

ブイリ原発事故の

調査で、40 歳以上

でも甲状腺がんを

発症しています

（左図）。 

5 月 28 日の政

府交渉（注 1）で規制

庁は「40 歳以上で

も甲状腺がんのリ

スクはあると」と

認めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）安定ヨウ素剤は早期に服用しなければ効果はありません 

 ５km 圏外の住民へも事前配布を 
 

改定された解説書では、下記のように早期に服用する必要性が書かれて

います。 

【安定ヨウ素剤の服用効果】 

・放射性ヨウ素を取り込む 24 時間前から、取り込んだ後 2 時間までに

服用➝ 90％以上抑制 

・放射性ヨウ素を取り込んだ後 8 時間までに服用➝ 約 40％の抑制効果 

・放射性ヨウ素を取り込んだ後 16 時間以降➝ 効果はほとんどない 

 

 

 

 

 

 

 

５km 圏外の住民へは避難時に緊急配布することになっていますが、服

用効果は薄れてしまいます。職員が一時避難所に運んだり、問診をしてい

ては、時間がかかってしまいます。 
 
 

  （注 1）5 月 28 日政府交渉（安定ヨウ素剤の問題） 政府側出席：原子力規

制庁放射線防護グループ 3 名、内閣府原子力防災担当 2 名。福島みずほ議

員も出席。参議院議員会館にて。

改定案「服用の必要はない」➝ 決定版「服用の必要性は低い」と修正 

2019.7.25 ふるさとを守る高浜・おおいの会/ 避難計画を案ずる関西連絡会 



2 

 

［２］プルサーマルについて 

 

関西電力は高浜原発３・４号炉でプルサーマルを実施しています。昨年

6 月には、社長が記者会見で、大飯原発でも「１基か２基をプルサーマル

にしたい」と述べています。 

しかし、プルサーマルを実施すれば、一層厄介な核のゴミを町に残すこ

とになります。 

 

（１）使用済ＭＯＸ燃料は１００年以上プールで冷却する必要がある 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※6 月 21 日の政府交渉で、資源エネルギー庁は「ウランと同じぐらいになるに

は 300 年以上かかるというのは事実」と述べました。この「300 年」については

根拠となる資料を求めていますが、いまだ回答はありません。 

 

 

 

 

（２）使用済ＭＯＸ燃料の搬出先は決まっていない 
  

使用済ＭＯＸ燃料について、国は再処理を前提にしていると言いますが、

6 月 21 日の市民と政府の交渉では、①六ヶ所再処理工場では使用済ＭＯＸ

燃料の再処理はできない、②第二再処理工場については具体的に決まって

おらず検討中、と述べるだけでした。 

 実際に、資源エネルギー庁の広報誌「さいくるアイ」では、もんじゅの

廃炉等により、「第二再処理工場」は消えています。（下図） 

 ※以前の核燃料サイクルの図は 3 頁囲み参照。「高速炉サイクル」があっ

た頃は、「中間貯蔵施設」から搬出する第二再処理工場が書かれていた。 

 

※国は六ヶ所再処理工場では使用済ＭＯＸ燃料は再処理できないと認めているに

もかかわらず、「さいくるアイ」（上図）では、使用済ＭＯＸ燃料も六ヶ所再処

理工場で再処理できるかのようになっています。これについては、撤回と謝罪を

求めました。国は「貴重なご意見として拝受いたしましたので、今後の表現方法

の改善につなげてまいります」と文書で回答しましたが、具体的な対応はなされ

ていません。 

ウラン 15 年後 
の発熱レベル 

プルサーマルを実施すれ

ば、使用済ＭＯＸ燃料が生

まれます。通常の使用済ウ

ラン燃料の場合、乾式貯蔵

のキャスクに移すためには

プールで約 15 年間冷却す

る必要があります。他方、

使用済ＭＯＸ燃料の場合

は、これと同等の発熱量に

なるのに 100 年以上もかか

るのです。（左図） 

（注 2）6 月 21 日政府交渉（使用済燃料問題） 政府側出席：資源エネル

ギー庁 2 名、原子力委員会事務局 2 名、原子力規制庁 5 名。福島みずほ議

員も出席。参議院議員会館にて。 
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［３］使用済燃料の乾式貯蔵について 

 

 関西電力は、福井県外で中間貯蔵施設を造ると言っていますが、目途は

たっていません。青森県むつ市の「中間貯蔵」を活用したいとの報道があ

りましたが、むつ市長や市民は反対しています。 

 他方で、高浜町長やおおい町長は「原発敷地内での乾式貯蔵も選択肢の

一つ」と発言しています。 

 

（１）乾式貯蔵で約 50 年間貯蔵した後の行先は決まっていない 

 六ヶ所再処理工場の寿命は４０年なので、搬出する頃には閉鎖 

 町が半永久的に核のゴミ捨て場になる可能性があります 
 

 6 月 21 日の政府交渉では、六ヶ所再処理工場の寿命は 40 年で、乾式貯

蔵で約 50 年間貯蔵した後には六ヶ所再処理工場は閉鎖となり、使用済燃

料の搬出先は具体的に決まっていないと回答しました。 

乾式貯蔵を受け入れてしまえば、使用済燃料の搬出先はなく、町が半永

久的に核のゴミ捨て場になる可能性があります。 

 

行き場のない使用済燃料をこれ以上増やして、

子や孫たちに負の遺産を残すことはもうやめる

べきではないでしょうか。 

 

（２）キャスクの安全性は？ 

キャスクに異常が生じて放射能漏れが起こる

ことを原子力規制委員会は認めています 

プール内で補修しなければなりませんが、原

発の廃炉後は想定せず 
 

 使用済燃料を保管するキャスクの安全性に 

も重大な問題があります。キャスクに関して定期検査はなく設計上の判断

が基本になっていますが、原子力規制委員会の審査ガイドでは「設計上想

定される状態」を超える異常な状態（放射能漏れ）が起こることを認めて

います。そのような場合、乾式貯蔵施設内でキャスクの蓋を開けることは

できないため、使用済燃料プール内に運んで蓋を開けて修復することにな

っています。 

６月 21 日の政府交渉で、原発が廃炉になりプールもなくなった場合に

ついて問うと、現在の審査ガイドは原発が存続している間のことで、廃炉

後は想定していないとの回答でした。長期間に渡って人々に影響を与える

核のゴミ問題について、当面の短期間の規制だけで、乾式貯蔵を推進して

いるのです。 


